
 

 DAY1  - 2022. 12. 3 SAT - 

ハンターkorori、『荒川区の幻の宝』を巡る冒険の記憶をここに記す。 

 

 今回のミッションの多くは謎に包まれていた。ターゲットは何物なのか？どんな手掛かり 

があるのか？それに至るまでどのような道程が想定されているのか？情報はほぼ何も無い 

と言ってもいい。それらを事前に明かせない程の極秘ミッションということか。とにかく、 

我々にできることはトレジャーハンター協会からの指示に従い集合場所へ向かうことだ。 

 

 このミッションに共に挑むのは「ヤマパン」と「ダイゴロー」。ハンターランクとしては 

今なお駆け出しながら、彼らは『第 1 回 GⅠチャンピオンハンター』の称号を持つ奇跡の 

ハンターだ。宝への渇望とてっぺんを見据えるヤマパンの勢い、誠実に実直に任務をこな 

すダイゴローの心、そしてハンターとしての経験を積み増してきた korori。この 1 年間歩 

んできた道は違えど、新たな宝を目指してここにチーム SSSG が再結集した。 

 

 思い思いの朝を過ごしてきた面々。ある者は未来のハンターを腕に抱き未来への糧を与 

え、ある者は緊張して待ち合わせの 1 時間半前から待ちぼうけをし、ある者は自慢の愛車 

を駆り顔を合わせる。荒川区の地に集い、『宝』の発見への想いを誓い合う。 

 他のハンター達とともに協会の用意した部屋に集い、指令を受ける。今回の目標は荒川 

区に存在すると言われる“幻の宝”を発見すること。協会もその正体は掴めていないよう 

だ。そして、それは非常に貴重な宝であり重要な任務となるため、正式に依頼を受けるに 

値する実力を持つかどうか、“試練”を受けることになるとのこと。これはなかなか厳しい 

試練になりそうだ。チームの二人はハンターとしての経験は浅い。真っ当に挑んだら不可 

能なミッションも多々あるだろう。しかし、これはチームでの任務だ。彼らの得意分野を 

見極め、情熱を活かし、チームとして前へ進むことで必ずや達成できると信じている。 

 

 数十分後、“試練”の内容を確認した私は戦慄を覚えていた。思えば当然かもしれない 

が、これは厳しい。この内容ならば 3 人で分担してミッションに当たることは必須だろう。 

これは自分が司令塔となり適切に支持を出せるかがもとめられる。なおかつ、各々が各々 

の向かう先で調査を行い、情報を分析し、任務をこなす必要がある。我々のチームとして 

はここが厳しい。経験の浅い彼らの顔にも不安が浮かんでいる。でも、やるしかない。 



 

 

それがこの場に集ったハンターとしての務めなのだ。やる前から弱気になってどうする！ 

仲間を鼓舞し、自分自身を鼓舞し、3 手に分かれてのミッションが始まった。 

 

 私が全体の作戦を組み立てるのと並行し、2 人には店舗ミッションに向かってもらう。 

その内容の報告を受けて心躍った！それぞれが指定の店で指定の料理を食べることが課さ 

れたとのこと。 

 事前にビールを片手に決起＆作戦会議を行った際、一つの推測を伝えていた。「集合時間 

は昼明けだけど、できれば昼食は食べずに来てください。」そう、薄い可能性ではあるかも 

しれないが、「食べる」ミッションが課される可能性を考えていたのだ！ 

 ちょっと遅い昼食を美味しく頂き、最初のキーワードを入手！ 

 

 その先の彼らの勢いは想像を超えるものだった。指示した場所へ駆け足で向かい、キーワ 

―ドを見つけたという報告が来る。ちょっと難しい暗号は、現地で見つけた“気になるもの” 

の写真がバンバン飛んでくる。正直受け取る方は滅茶苦茶忙しい。が、その意欲と嗅覚は 

驚くべき勢いだ。これ、すごく嬉しい。全体の計画を進めつつ、彼らから来る情報を整理 

して連絡をしつつ、ようやく自分も捜索へと踏み出す。 

 自転車を駆り、近場の地点を回っていく。自分の行き先だって決して易しい課題ではな 

いのだろうが、なるべく早く回収し、仲間のメッセージに応じたい。その意欲が自信を前 

へと駆り出していく。 

 足に疲労が溜まっていく。冷たい風が体を冷やしていく。仲間から時折弱気な連絡が 

届く。それでも、湧き出てくる何とも言えない高揚感。そしてこれも時折届く仲間からの 

楽し気なメッセージ。正直自分ももうあまり周りに気は回っていない。でも、期待以上の 

速度でキーワードが集まっていく。わからないものもある。取り逃したものもある。すべ 

てを回収できない限りは、決して安心はできない。それでも、今 3 人がそれぞれの力で 

足を棒にして集めているキーワードは、1 つ 1 つにそれぞれだけが知るドラマがあるのだ。 

今夜の酒の肴は今日の冒険譚で尽くされるだろう。 

 

 制限時間が迫り、再び顔を合わせる 3 人。最高の成果では無い。しかし、自分たちなりに 

ベストを尽くした最良な成果を持ち帰ることができたと言える。これ以上できることはな 



 

 

い。あとは我々の“実力”が認められることを願うのみ。 

 協会へと今日の成果を報告し、お互いの健闘を称え合った。緊張する鼓動を抱きながら、 

今夜のビールの冷たさに皆で想いを馳せた。 
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